
鈴鹿市上下水道局告示第２号 

鈴鹿市水道事業承認工事実施要綱の一部を改正する告示を次のように定める。 

令和７年２月２０日 

 

    鈴鹿市上下水道事業管理者 森 健 成  

 

鈴鹿市水道事業承認工事実施要綱の一部を改正する告示 

鈴鹿市水道事業承認工事実施要綱（平成３１年鈴鹿市上下水道局告示第１０号）の

一部を次のように改正する。 

次の表の改正前欄に掲げる規定を同表の改正後欄に掲げる規定に下線で示すように

改める。 

改 正 後 改 正 前 

（承認工事の条件） （承認工事の条件） 

第３条 承認工事は、次の各号に掲げる区

分に応じ、当該各号に定める条件を満た

す場合に認めるものとする。 

第３条 承認工事は、次の各号に掲げる区

分に応じ、当該各号に定める条件を満た

す場合に認めるものとする。 

(１) 開発行為面積が１ヘクタール未満

であって、公道等に口径50mm以下の水道

施設を布設する場合 次のアからウまで

に定める全ての条件 

(１) 開発行為面積が１ヘクタール未満

であって、開発区域に面する公道等に横

断的に水道施設を布設する場合又は縦断

的に口径50mm以下の水道施設を布設する

場合 次のアからウまでに定める全ての

条件 

ア～ウ  略 ア～ウ  略 

(２) 前号以外の場合 次のアからウま

でに定める全ての条件 

(２) 前号以外の場合 次のアからエま

でに定める全ての条件 

 ア 申請者は、国、地方公共団体又はそ

れに準じる公共機関等（以下「公共機

関等」という。）であること。ただ

し、承認工事対象区域が開発区域であ

るときは、この限りでない。 

ア 施工者は、承認工事申請時におい

て、当該承認工事の標準工事価格に応

イ 施行者は、承認工事申請時におい

て、当該承認工事の標準工事価格に応



じ、鈴鹿市水道工事発注基準１（２）

の表に定める等級について、鈴鹿市水

道工事請負業者格付要綱第４条の規定

に基づき格付をされた者であること。 

じ、鈴鹿市水道工事発注基準１（２）

の表に定める等級について、鈴鹿市水

道工事請負業者格付要綱第４条の規定

に基づき格付をされた者であること。 

イ  略 ウ  略 

ウ 公道等に縦断的に布設する場合は、

水道施設の口径が150mm以下であるこ

と。ただし、管理者が認めたものにつ

いてはこの限りでない。 

 

エ 開発区域外の公道等に縦断的に布設

する場合にあっては、水道施設の口径

が150mm以下であること。ただし、管

理者が認めたものについてはこの限り

でない。 

 

（承認工事の遵守事項） （承認工事の遵守事項） 

第７条 申請者及び施工者は、次の各号に

掲げる事項を遵守しなければならない。 

第７条 申請者及び施工者は、次の各号に

掲げる事項を遵守しなければならない。 

(１)・(２)  略 (１)・(２)  略 

(３) 施工者は、布設する箇所に既設の

給水装置がある場合は、新たに布設する

水道施設へ接続すること。 

＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

(４)  略 (３)  略 

(５)  略 (４)  略 

(６) 施工者は、施工計画等について、

あらかじめ管理者の審査を受けること。

この場合において、施工基準その他必要

な事項は、管理者の指示に従うこと。 

(５) 施工者は、施工計画等について、

あらかじめ管理者の審査を受けること。

なお、施工基準及びその他必要な事項

は、管理者の指示に従うこと。 

(７)  略 (６)  略 

(８)  略 (７)  略 

(９)  略 (８)  略 

(10)  略 (９)  略 

(11)  略 

 

(10)  略 

 

附 則 附 則 

この要綱は、平成３１年４月１日から施

行する。 

この要領は、平成３１年４月１日から施

行する。 

   附 則 

 この告示は、令和７年４月１日から施行する。 


